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1. はじめに

　一般社団法人北海道開発技術センターでは，2025

年11月19日と20日の2日間，札幌コンベンション

センターにおいて寒地技術シンポジウムを開催しま

した。

　当シンポジウムは，1985年の第1回目以降，寒冷

地域の技術情報の交流を目的として毎年開催されて

おり，昨年度，節目となる第40 回目を迎えることが

できました。

　第40回大会では本シンポジウムの設立理念に立ち

返り，多様な方たちが参加しやすく，より活発な議

論と交流が図れるよう査読論文の廃止とそれに代わ

るポスター発表の重点化等，諸処改変しました。第

41回もその方向性を踏襲し，おかげさまで全国から

報告論文40編，ポスター 43編が寄せられ，8つの分

科会と2つの特別セッションで発表，5団体17テー

マの技術展示で交流が深められました。

2. 開会式

　初日19日の開会式では，午前中の分科会の後，午

後からは寒地技術賞表彰式と基調講演及びトークセッ 

ションを行いました。

　寒地技術賞は，前年度に当シンポジウムで発表さ

れた報告論文及びポスターの中から，計5部門10件

が選定され，各論文の代表者に表彰状とプレートが

贈られました。

　なお，第40回大会からポスター発表も寒地技術賞

の対象に含むことといたしました。加え，第40回大

会報告論文及びポスターを対象とした寒地技術賞の

選考においては，多方面の分野の有識者から構成さ

れる選考委員会へと刷新し，多面的な視点からの審

査を行っております。

　寒地技術賞の受賞者は次のとおりです。

【学術部門（報告論文）】

模型実験による海氷を伴う津波と構造物との相互作

用～異なる寸法の海氷模型による海氷堆積高さ～

日廻瑞貴氏，早坂悠太氏，山内文太氏，竹内貴弘

氏，木岡信治氏

【学術部門（ポスター）】

新潟市で観察される雪結晶－2010 ～ 2024寒候年の

観察結果－

藤野丈志氏

【計画部門（報告論文）】

大雪に伴う倒木によるインフラ被害復旧のための情

報共有システムと組織運営

岸田佐世子氏，三浦友史氏，上村靖司氏，湯川高志

氏，大石潔氏，岩橋政宏氏，上石勲氏，吉澤厚文氏

【計画部門（ポスター）】

雪氷災害タイムラインのための支援資料の作成

荒川逸人氏，根本征樹氏，山口悟氏，中村一樹氏

【産業部門（報告論文）】

LiDARを用いた路肩堆雪計測技術の適用性検証

飯田美喜氏，吉田智氏
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【産業部門（ポスター）】

電気式ロードヒーティングにおける放射冷却発生時

の路面性状

岩橋拓海氏，酢谷浩氏

【地域振興部門（報告論文）】

希少な自然現象（ダイヤモンドダスト）の発生条件

の一般化に関する検討

長谷川祥樹氏，野口泉氏，山口高志氏，鈴木啓明

氏，大屋祐太氏，牛島健氏

【地域振興部門（ポスター）】

こどもの遊びと地域を結ぶ，雪遊び場づくりの事例

寺坂崇氏

【地域貢献部門（報告論文）】

厳冬期における避難所の給配電に向けた電動車の

活用可能性に関する研究

村上和馬氏，高橋清氏，福本和美氏，村澤直樹氏，

及川宏之氏，本間光世氏，井内彰宏氏

【地域貢献部門（ポスター）】

小学校2年生を対象とした『雪の授業』の実践

ウインターライフ推進協議会

冨田真未氏，原文宏氏，金田安弘氏，鹿野たか嶺

氏，三原夕佳氏，長沼芳樹氏，佐野至徳氏，川瀬良

司氏，瀧谷克幸氏，中塚純氏，南保勇人氏，渡邊祥

史氏，石本敬志氏，松村武彦氏，外舘友彦氏，

3. 基調講演及びトークセッション

　例年開会式の一環として催している基調講演及び

トークセッションは時機を見てテーマを選定してお

ります。日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震のリス

クが北海道にて顕在化しつつある現状を踏まえ，今

大会のテーマを「冬期複合災害に備えるリスク・コ

ミュニケーション」としました。

　基調講演には，兵庫県立大学 自然・環境科学研究

所 髙田 知紀 准教授から「『地域空間の物語性』に

もとづくリスク・コミュニケーション手法」と題し， 

その地に根差した風土を基調としたリスク・コミュ

ニケーション手法として“妖怪”をリスク認識の

装置として防災教育に活用する「妖怪安全ワーク

ショップ」の実践等をお話いただきました。また，

トークセッションでは，藤井美智子（北海道開発技

術センター）によるファシリテートとし，髙田知紀

氏（同上），中村一樹氏（国立研究開発法人防災科

学技術研究所雪氷防災研究センター センター長），

金子ゆかり氏（チームくしろ防災女子代表），吉野

雅之氏（国土交通省北海道開発局 事業振興部 防災

課長）のみなさまをお招きし，冬期複合災害におけ

る災害対応について主にリスク・コミュニケーショ

ンを中心に，各登壇者による取組のご紹介と今後の

望ましいリスク・コミュニケーションの在り方につ

いてディスカッションが行われました。

4. 分科会（論文発表）

　本年は8つの分科会と2つの特別セッション（持

続可能な運用に向けた流雪溝の最前線（その2），

ほっかいどう学（雪から広がる学びの未来図：教科

×総合の可能性）），ポスターセッションにおいて発

表と討論が行われました。分科会名等については以

下のとおりです。

第1分科会 ：寒さと構造物

第2分科会 ：寒地と防災Ⅰ

第3分科会 ：冬と交通Ⅰ

第4分科会 ：寒地と防災Ⅱ

第5分科会 ：寒地と環境

第6分科会 ：寒さとエネルギー

第7分科会 ：冬と交通Ⅱ

第8分科会 ：寒さと暮らし

特別セッション ： 持続可能な運用に向けた流雪溝の最前

線 （その2）／ほっかいどう学 （雪から広がる学びの未

来図：教科×総合の可能性）

ポスターセッション
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　技術展示は，クリマテック株式会社，東山フイル

ム株式会社，株式会社工学気象研究所，国立研究開

発法人土木研究所（寒地土木研究所寒地地盤チー

ム，寒地河川チーム，寒地交通チーム，雪氷チー

ム，寒地機械技術チーム，地域景観チーム，寒地

技術推進室），株式会社岡山建設，株式会社TKPグ

リーンライフに参加いただきました。

5. 第42回寒地技術シンポジウム

　令和8年度開催の第42回寒地技術シンポジウムも， 

参加されるみなさまの交流が深まり，寒地技術が創

発される場として準備して参りたいと思います。

　開催日及び会場等が決まりましたら，本誌7月号 

（予定）及び寒地技術シンポジウムウェブサイト

（https://decnet.or.jp/ctc）にて改めてご案内いた

します。みなさまのご参加を心よりお待ちしており

ます。
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